
OverNight60kmみちくさウルトラマラソン再発防止策 

みちくさマラニック走援隊

令和元年7月13日（土曜日）に開催した「第15回 OverNight60kmみちくさウルトラマラソン」にて

スタート地点より保土ヶ谷橋近隣住民の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫びいたしますとともに、

今後、8月10日（土）から11日（日）に開催する、第16回大会では再発防止に努めてまいります。

みちくさマラニック走援隊といたしましては今後、下記の内容を徹底して対策に取り組んでまいります。

対策決定事項

現状として一度に通行するランナーが多い事について大会側からの事前説明、
及びスタッフ声がけにも関わらず一般の方が道を通行出来ないほどに塞いでしまった。

概要1

1 スタート時に1分毎、20人のウェーブスタートとし追い抜きを禁止とする

2 走行時は1列、歩道では道路側を通行する事の通行時でもスタッフが声がけし、
地元住民の妨げにならないよう配慮する

3 駅周辺の人口密集地域では特に通行時には1列通行でスタッフが
歩行を厳守させ、積極的な声がけを行っていく

対策決定事項

信号無視などが起きている事に対し概要2

1 保土ヶ谷橋や混雑が予測される交差点で信号無視が行われないよう、
スタッフを配置しルールを守って走行しているか確認、
念押しの声がけを行う

2 人口密集地域を離れ、ランナー間が空いた段階で交差点スタッフは
車両による定期的なチェックに推移します。
同時にランナーへ同伴するスタッフが監視しながら大会を運営する

上記の内容は、大会参加で郵送する「大会のお知らせ」にも注意事項として表記いたします。
その他、スタート前に再度アナウンスし、ホームページやSNSなどでも掲載し
今後、再発防止に努めてまいりますので何卒よろしくお願いいたします。


